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清
瀬
剖

ヒ
日
出
五
穀
豊
餞
に
感
謝
、

収
穫
の
喜
び
を

分
か
ち
合
う
。

いいたて愚真会代表

佐藤公一さん

秋まつりの蕎麦は、20人程の

会員が一本一本手で打って

いるんですよ。すぐ近くに海が

あり山がある相双地域は、本

当の自然が育む美味しいもの

ばかり。常磐道の相馬延伸を

前に、大勢の人たちに飯舘に

来てもらえるとうれしいですね。

「
食
は
命
」
自
然
の
恵
み
に

感
謝
し
祈
り
を
捧
げ
る

こ
の
祭
り
に
先
立
ち
行
わ
れ
る
儀

式
が
「
収
穫
感
謝
祭
」
で
す
。
神
前
に

米
や
野
菜
な
ど
1
8
品
に
も
上
る
お
供
え

る
こ
と
を
感
じ
ず
に
は

い
れ
ま
せ
ん
。

収
穫
感
謝
祭
を
皮
切
り

収穫を祝い村内の各会場でさまざまな催し

が行われます。

を
行
い
、
今
年

の
恵
み
に
感

謝
を
捧
げ
ま

す
。
会
場
に

響
き
渡
る
祝

詞
の
声
。
こ
の

儀
式
を
目
に

す
る
と
、
食
は

命
に
直
結
す

に
1
A
ま
つ
り
、
商
工
ま
つ
り
、

総
合
文
化
展
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催

し
が
満
載
。
今
年
初
の
催
し

Y
O
S
A
K
O
I
ま
つ
り
な
ど
も
盛

大
に
開
催
さ
れ
、
2
日
間
村
は
秋
ま
つ

り
一
色
に
な
り
ま
す
。

ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
は

「
ま
で
い
」
ラ
イ
フ

飯
館
で
は
、
昔
か
ら
「
ま
で
い
」
と
い

う
言
葉
が
よ
く
使
わ
れ
て
き
ま
し

た
。
「
ま
で
い
」
と
は
、
「
丁
寧
に
」
と
か

「
時
間
を
か
け
て
」
と
い
う
意
味
。
い
い

た
て
秋
ま
つ
り
で
用
意
さ
れ
る
蕎
麦

は
そ
の
代
表
格
。
冷
涼
な
土
地
で
栽

培
さ
れ
た
地
元
産
の
蕎
麦
粉
だ
け
を

使
用
し
、
村
人
た
ち
の
手
で
丹
念
に

打
た
れ
た
味
わ
い
は
格
別
で
す
。
山

で
採
れ
た
き
の
こ
「
オ
リ
ミ
キ
（
ナ
ラ
タ

ケ
モ
ド
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）
」
な
ど
の
天
ぷ
ら
と
一
緒
に

食
せ
ば
、
も
う
言
う
こ
と
な
し
で
す
。

蕎
麦
以
外
に
も
飯
舘
牛
、
イ
ン
ゲ

ン
や
ト
ル
コ
キ
キ
ョ
ウ
な
ど
が
有
名
な

飯
館
村
。
ど
れ
も
阿
武
隈
山
系
の
大

自
然
の
中
で
、
時
間
を
か
け
育
て
上

げ
ら
れ
る
も
の
ば
か
り
で
す
。
こ
れ
ら

の
秋
の
恵
み
が
一
堂
に
揃
う
秋
ま
つ

り
に
出
か
け
れ
ば
、
ス
ロ
ー
ラ
イ
フ
の

源
「
ま
で
い
」
の
精
神
を
肌
で
感
じ
る

こ
と
が
で
き
る
は
ず
で
す
。

済

ち
ょ
っ
と
立
ち
寄
る
な
ら
、
「
あ
い

ら
ぶ
湯
」
や
「
み
ど
り
の
里
せ
せ
ら
ぎ

荘
」
が
オ
ス
ス
メ
。
「
い
い
た
て
秋
ま
つ

り
」
の
前
後
に
、
い
つ
も
と
は
違
う
ゆ
っ

た
り
し
た
ひ
と
時
を
過
ご
せ
ま
す
。
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鮭のつかみ取りでの－コマ。びしょびしょになりながら、

みごと大きな鮭を捕まえ喜ぶ子供たち。

あいらぶ湯　　　　⑳
お腹が満ち足りたら次は温泉という方に

もってこい。女性専用の「ハーブの湯」

やイオン浴・酸素浴なども楽しめます。

◎宿泊体験館きこり
℡0244・42・1012

みどりの里せせらぎ荘頓溺診
起軟水の湯につかり、心身ともにリフレッ
シュ。地元の産品を豊富に使ったメニュー

がそろうレストランもあります。

◎みどりの里「せせらぎ荘」
℡0240・37・4800



雪等 ゆったりが、どっさり。
うう　～ふくしま相双～

葛尾村
ふるさとの原風景に

会いに行く

山々、清流、渓谷、広大な牧草

地にそば畑、ここにはふるさとの

原風景が今も残っています。
みどりの里せせらぎ荘

葛尾村地域振興課

〒979－1602　福島県双葉郡葛尾村大字落食事落合16
TEL．0240－29－2113　FAX．0240－29－2123

http：／／www．katsurao．org／forms／top／top．aspx

新地町
太平洋を一望できる

登山が魅力

紅葉の鹿狼山

四季を通して里山歩きを楽しむ

ことができる虎狼山は、中高年

ハイカーにも人気です。
鹿狼の湯

新地町企画振興課
〒979－2792福島県相馬都新地町谷地小屋字植樹田30
TEL．0244－62－2112　FAX．0244－62＿3194

http：／／www．shinchi－tOWn．jp／

飯館村
山の恵みを

召し上がれ

飯館牛

評判のブランド牛「飯館牛」、素

朴な山の恵みやどぶろくをぜ

ひ、ご堪能ください。
どぶろく「どぶちえ」

飯館村産業振興課

〒960－1892　福島県相馬郡飯館村伊丹沢字伊丹沢580＿1
TEL．0244－42－1623　FAX．0244－42－1600
http：／／www．vill．iitate．fukushima．jp／
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大熊町
フルーツの香り漂う
ロマンの里

傘■

ふれあいパークおおくま

なし狩り

涯と山に囲まれ大自然の中で

育まれた美味しいフルーツとレ

クリエーションスポーツ施設が

充実しています。

大熊町産業課

〒979t1308　福島県双葉郵大熊町大字下野上字大野634

碇　JEL・024恥23－2011FAX・0240－32－5201
－t http：／／www．town．okuma．fukushima．jp／

双葉町
江戸時代から伝わる

伝統のダルマ市

双葉ダルマ

毎年1月に、双葉ダルマなどの

縁起物の販売のほか、ダルマ

みこし、奉納神楽、巨大ダルマ

朔宗則ダルマ閏　引き合戦などで賑わいます。

双葉町産業振興課（繭玉観光係）
〒979－1471福島県双葉郡双葉町大字長塚字町西39＿22
0240＿23＿0051　FAX

http：／／lVWW

0240－23－0052

高瀬川渓谷　ばいです。

浪江町産業振興課

〒979－1592　福島県双葉都浪江町大字幾世橋字六反田7＿2
TEL．0240－34－0245　FAX．0240－34－4198

http：／／www．town．namie．fukushima．jp／

こんにちは、相双12市町村です。
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槍菓町
自然からの贈り物に

あふれた美しい町

天神岬スポーツ公園

天神岬スポーツ公園など、太平

洋の眺望がすぼらしい町です。

海が望める温泉もあります。
ならは天神岬温泉しおかぜ荘

楢葉町商工観光課
〒979－0696　福島県双葉郵楢葉町大字北田字鐘実堂5－6
TEL．0240＿25＿2111　FAX．0240＿25＿5564

http：／／www．naraha．net／

富岡町
花と緑あふれる

合宿の里とみおか

リフレ富岡

四季を通じてしのぎやすい温

暖な気候の為、スポーツ合宿

に最適！
岩井戸温泉

富岡町産業振興課
〒979＿1192　福島県双葉郡富岡町大字本岡字王塚622－1
TEL．0240－22＿2111　FAX．0244－22－0899

http：／／www．tomioka－tOWn．Org／

川内村
詩人・草野心平
ゆかりの地

天山文庫

雄大な阿武隈の自然に抱か

れ、草野心平が愛したどこか郷

愁を誘う里山で文学に触れる

モリアオガエル生息地平伏沼　旅を。

州内村農村振興課
〒979＿1292　福島県双葉郡川内村大字上川内字早渡11－24
TEL．0240＿38■2115　FAX．0240－38－2116

http：／／www．kawauchimura．jp／

相馬市
海鮮グルメと
歴史散策

相馬光陽パークゴルフ場

松川浦県立自然公園を始め

とした豊かな自然景観も魅力

です。
松川浦県立自然公園

相馬市観光物産課
〒976－8601福島県相馬蒋中村字大手先13
TEL．0244＿37＿2155　FAX．0244－37－2251

http：／／www．city．soma．fukushima．jp／

南相馬市
浪漫と文化が息づく
野鳥迫の里

南相馬市博物館

勇壮な相馬野馬迫は世界を代

表する馬事イベントです。

大悲山の石仏

南相馬市観光交流課
〒975－8686　福島県南相馬市原町区本町2－27
0244－24－5263　FAX 0244－22－3100

mlnamlSOma

「とんぼのめがね」の歌碑

広野町建設課産業グループ
〒979＿0402　福島県双葉郡広野町大字下北迫字苗代替35
TEL．0240＿27－4163　FAX．0240－27－4539

http：／／www．town．hirono．fukushima．jp／



165分　　　195分　　　210分

自動車利用

常磐自動車道
155分　　　　　　　180分

の新妻時間はJR常磐線スーパーひたち号の利用を想定して算出。

220分　　　240分

210分

要時間はおおよそのB安く出発地点からのトータル時間）です。列車の乗り継ぎの時間は含みません。

5分　　　　　　55分　　　　　　65分　　　　　　80分

60分　　　　　　　　　70分

要時間はJR常磐農スーパーひたち号の利用を想定して算出。

80分

約2時間20分（Jll俣乗換）

［亘司 約2時間（東北本線岩沼乗換）

その目安拙発地点からのトータル時間）です。列車の乗り継ぎの時間は含みません


